日立圆クッキングヒータ ー（ ビルトインタイプ） 

設置説明書 

2機種共通の設置説日月書になっています。イラストは HT - D 7 TFS を主体に説明しています。 

C トッププレート幅巨 0 cm 1 


型式 HT-D7TFS 
型式 HT-D7TF 

※さ IH ヒーター、またはグ U ルの通電■停止に連動して、レンジフードフアン連動対応の 
レンジフードフアンび重転-停止ずるシステムです。國クッキングヒーターではレンジ 
フードフアンの風量を替えたり、照明の点打（消な）などの操作はできません。 

詳しくはレンジフードフアンの取扱説明書をご覧ください。 


シルパー1 

レンジフード 

( ブラック ） 

フアン連動* 


HITACHI 

Inspire the IMext 


設置される方へのお願い 

• この設置説明書は天ぶら鋼、保 
証書、取扱説明書、カンタンご 
使用ガイドとともに必ずお客様 
におミ度しください。 

•本体設置時に、トッププレート 
や操作部ユニットを分解しない 
で < ださい。 

• 試運転をおず行い、お客様へ正 
しい使いかたをご説明ください。 


安全のため必ずお守りください 


設置をする前に、この設置説明書をよくお読みになり、正しく設置をしてください。 


ここに示したを意事項は、 

表示内容を無視して誤った使いかたや設置や工事をしたとさに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重傷を負ラ 
ことび想定される」内容です。 



この表示の欄は、「傷害を負5ことび想定 

/1\江 思 

されるか、または物的損害の発生び想定さ 
れる」内容です。 


給表示の例 


A 「警告やを意を促す」 
内容のちのです。 


Q してはいけない 

「禁止」の内容です。 


〇 実行しなければならない 
「指示」内容のちのです。 


A 警告 

設圖ま、この r 設置説明書」に従って、確実に行 

K う (ブレ-力-は「切」にして行ってくださし、） 

設置に不備びあると、漏電.乂災の願になります。 

電気配線工事は、電気設備按術基準等関連す 
mm る法令•規則等に従って必ず r 法的有資格ち」 

び行う 

接続'固定び不完全な場合は、漏電'火災の原因になります。 

200 V-30A1U 上の専用回路と漏電しゃ断器 
mm を設置する 

この工事をしないと、配線部び異常発熱ずるおそれ 
びあり、感電•乂災の原因になります。 

アースエ事は、電気設備技術基準等関連ずる 
mm 法を • 删等に従って必ず「法的有資格者」 
による D 種接地工事を行う 

接続甚よ アース線はガス管、水道管、 as 針、電話のアース線 
に接続しないこと 
漏電時に感電のおそれびあります。 

分解-修理-改造は行わない 

1 ^発火-異常動作してけびをするおそれびあります。 

分解禁止 

V _ 

設圏ホ、製品の重量に十分に耐える刷こ確実に行う 

mm 醒量相を取がび不完がよ齡、編の落下や転 
側こよりけびをするおそれびあります。 

A 注意 

/CN トッププレートに衝撃を加えない 

i ^万一ひびび入ったり割れると、過熱■異常動作■感 
電の原因になります。 

トッププレートの上に乗ったり物を落としたりしない。 

カウンタートップの材料は、耐熱材料のものを使う 

mm 熱勵ヒ樹脂化粧板（」旧 K 6903) またはこれと同 
纖上の醒 ift 補する材料 

耐熱性のほし制料を使用すると、変あ’义災の原团こなります。 

ニス 引さのちのは変色するため、使わないでください。 

/C\ 試運転中は、トッププレートやオープンなどの 

V 局 温部1し触れない 

やけどのおそれがあります。 

製品近傍のシステムキッチンの材料は、95で 
ムソ上に耐えるものを使う 

システムキッチンの変色•変形の原因になります。 





































設置をされる方へのお願い 


♦この圃クッキングヒーターは、適切な電気工事と設置びされてしほせんと性能び十分発揮できないばかりか、過熱などの危険び生じる場合 
びありますので、この設置説明書をよくお読みのラえ、適切な工事をお願い致します。システムキッチンなどに組み込んでください。 
♦電気工事は、必ず「電気工事±」の免許をお持ちのちび行って<ださい。 

♦設置完了後は、「設置完了後の確認」を行い、お客様へご説明< ださい。 

♦下記の付属品の®認をしてください。 

•ガスの配管やガスメーター、ガス栓等のガスエ作物は無断で撤去しないでください。法令により規制されていまずので、事前にガス 
事業者へ連絡してください。 

※取扱説明書、保証書、カンタンご使用ガイドびあることを確認してください。 


上ルーパー 

吸•排気 カバー 

1 焼網 

受 皿 

天ぶ 5 鍋 

グリルドア 

バ S 

2個 

グリルの固 
中にセツトされています。 

グ IJ ルの中にセツ h されていまず。 

] 個 



固 


’ A 警告 1 

設置ずるとさは、义災予防を例に基づ去、 
mm 必ず可燃物との離隔距離を守る 

ス y 離隔距離びあいと乂獅驅になります。 

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりび 
付着していないことを確認し、 が夕のはい 
ス y よう根元まで確実に差し込む 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合、感電 
や火災の原因になります。 

J 

電源電線およびアース線は、プラグをがし 
て直結しない 

漏電やショートによる感電■発乂の原因になります。 

V 


雷気 T 重 

PS 乂レ —I— 

必ず電気工事±のを許をお持ちの方が 
巧ってください。 


参画クッキングヒーターは、専用回路 （1 台のクッキング 
ヒーターに1分岐回路）を設置してください。 


専用回路、漏電しゃ断器の設置 


参専用回路漏電しや断器を設置してくださし、。 


専用回路 

漏電 しゃ 断器 

プレーカー 付さ 
単相2 日日 V -30 A 

定格電流: 30 A 感度電流:1己 mA 


※云相 200 V (動力電源）には接続しないでくださし、 


屋内配線用電線、コンセントの樹犬 


参画クッキングヒーター用のコンセントは規格でなのよラ 
なちのび標準品となっていますので、事前にごお認の上、 
設置してください。 


器具の容量 

幹線の太さ 

コンセントの形状 

30 A 

¢2. 6 mm 

~単相20 0 V 用（接地極付） 

.■ . 250 V -30 A 


《 D 種接地工事 （ 100 niii 下）を必ず行つてください。 


【総消費電力の切り曾えについて】 

本國クッキングヒーターは、工場出荷時総消費電力を已 .8 kWI こ設定しておりますび、 
4.8 kW に切り曽えること石できます。アンペアブレーカーの容量不足の場合などで、 
ご使用上不便なとさに還べます。詳細は、お買上げの販売店へお問い合せください。 

♦切り替えちま 

① 左 IH ヒーター因とち IH ヒーター囚2つのボタンを同時に 
押しなびら電源スイッチを巧し電源を入れる。岭 

-タイマー時間表示部にを B 51 び表おされる。 

② 中央 IH ヒーターの設定キー巨]を押ず > 巧呂白]び表示され 4.8 kW に設定される。 

③ 中央 I 化-夕-の設定キ-囚を押す岭困び表示され己 8 kW に設定される。 
※キーを押さない状態で5砂経過すると、切り替え5れなくな0 

ます。このとさは、再度①②③の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを押して電源を切る。 

《設定の確認は①の操作を行ってください。設定の確認後は電源 
スイツチを巧して電源を切つてください。 


【オートパワーオフの時間の切り曾えについて】 

本11クッキングヒーターは、 I 場出荷時約10分で才ートバワーオフするように設定して 
お D まずび、約30分に切り替えることもできまず。オート;(ワーオフずるまでの時間び短い 
などで、ご使用上不便なとさに還べます。詳細は、お買上げの販売店へお問い合せください。 

♦切り替えち法 

①中央 IH ヒーター田とも IH ヒーター因2つのボタンを同時に押し 
なび5電源スイッチを巧し電源を入れる。峰 
-タイマー時間表お部にび表示される。 

® 中央 IH ヒーターの設定キー 13 を押す A 国国び表示され約 30 分に設定される。 

③ 中央 IH ヒーターの設定キー巨]を巧す> 国び表示されが]10分に設定される。 
※キーを押さない状態で己砂経過すると、切り替え S れなくなり 

ます。このとさは、再度①②③の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを巧して電源を切る。 

※設定の確認は①の操作を行ってください。設定の確認後は電源 
スイツチを巧して電源を切つてください。 
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各部のなまス 


1 cnU ソ上 


>防熱板 



引本の最凸部 


本体 


※イラストは、 HT - D 7 TFS で説明しています。 


•左•ち IH ヒーターの表のは火力に 
応じて「1」〜「12」で火力の設定 
状況をお知6せします。 

冲央 IH ヒーターは「1」〜「7」） 


义カパー 

(火力を表示します） 


表示部 


上面操作-表示部 


表示部 


※この辖器は一お家庭巧でず。業務用にはお巧いにな6ないでください。 


タイマー表示部 


表示部 


送信部- 


. 1 . 1 . . .. 

点打’点巧時冨活を忌 

とろ X BX 审 X SX 

• ヴリル 单巧1片 

• とが Bx を X aw ; .... 


• )1 げモの j ホ S ' し 1 扣1防1701由）1扣200 iiS 


ち IH ヒーター操作部 —4； I 顺54’ I お X I 中 X I 强火] 


Sm ) 丸お as •巧つがきま» B ホ岛 


■.*1./*. 

义 カキー/ メニューキー 

^ ^ / •揚げをの、湯沸かし 

切/スターキー / 

設定キー 
•义力調節 

• 揚げをのの温度設定 • 湯わかしの仕上び D 調節 


の•排気カバー 仲に吸気□びあります。） 


クリん申 RIH クリル H OT 柳9"-顺 中 RIH ; 

良〕-1叫 I 別ぉ] I ィ I ►! I 瞧哨 I 端1 

:.ッ..，ぶ*化タピの A ... ■ 


点打•な測き富溫を意 

ti'X BX 审 X 


«け t の3»むし 1曲1扣1701扣1扣扣0 lia 


视ド 


け"一送信部 


M 向义 I 中 W I 强 X ]卜 I 叫 1^1胃井ーチヤル)□ックキー 
ち IH ヒーター操作部(左 IH ヒーター操作部と機能は同じ） 



ブレートワク 


クリ J レ。. 2 kW ) : I _ 


電源ランプ 



:■口.； 

電'原 

切/入 

■ 







凸マーク (4 ヶ 巧） 

目の不自由な方び、鍋をヒーターの中巧に置<ための目安です。 


電源スイッチ 

馆源の入/切） 


♦中央 IH ヒーター.グ |_ 

りレ操作部 

^中央 IH ヒーター-グ U ル操作部 

•調理メニュー 
• 追加焼き 


かけが 

国 1 

ヴリん * 巧 IH 

の讲 ■] 〔站ぉ〕 [-< 1 ►! 1 曲朋十 
(なか ri - v/iim 

：! g ^ ^ タイマー選巧キー 

徽'タレ r トト」 

設定キ- 

• 乂力調節 
•仕上が D 設定 
■乂力設定 
• タイマー時間設定 

—切/スタートキー 
(中巧 IH ヒータ ー) 


設置場所の確認 


♦火災予防を例、電気設備技術基準第巳日条に従つて設置して<ださし、。 

♦カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 （ J 旧 K 6903) と同等！;(上の耐熱性びあるちのを使用してください。 

ニス引さのをのは変色しますので使わないでください。 

参製品の金属部びシステムキッチンの金属部と接触する場合、建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチンの金属部 
を接触しないよラにずるか、または画クッキングヒーターの金属部びシステムキッチンの金属部に接軸しないよラに取り付けて 
<ださし、。 

♦製品は水平に設置してください。 

♦製品は义災予防上、可燃物との間を図のよラに離して取り付けてくださし、。 


■このクッキングヒーターは r 消防ま設置基準」に基づく試験基準に適合 
しておりまず。建築物の可燃物か5図のよラに離して設置してください。 


■左記寸法びとれない場合には、不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください。 


可燃物 


可燃物 


1 cmlU 上 I 


防熱板はこれを設けたとを、機器周囲の可燃物の温度び 
室温35での時1日び C を越えない断熱性を有すること。 


発熱体の外周 



奥行さ 

1 2 cm 凹上 

( 1 已 cm け上推巽) 


/ 


\本体の取凸良り 

[消防法昼準適合組込お] 

曲]クッキングヒーターの前面はでさるだけ広く 
(目日 cmULb ) あけて通行時や冷蔵庫•家具等の扉び 
当たらないよラにしてください。 



TnlEUOS 



可燃物叫 K 1 E 3 L 


T 3 EL 


可燃物 
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システム夺ッチンの加工寸法 (単位： mm ) 



キヤビネット前面 
の開□寸ま 


☆カウンタートップの取付け巧 
(開□寸法は J 旧で定め日れています。） 


0 


X ' 



キャビネット板前面 



X5 


600 


巳60 


600社 

カウンタートップ前面基準 
X2 



] 部分への突起は不可。 


システムキッチン 
背面の壁のこの位 
置にコンセントを 
設けてください。 


参※1、《2の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物かないよラにしてください。 

参※]は標準仕様でキャビネット前面の開□寸法は22已 mm 対応となっておりますので、開□寸法び 240 mm じ(上で隙間 
び生じた場合は、別売の下 j レーノ（一をご使用ください。 

♦《3の寸法はカウンタートップの巧位置の基準をおし、この範囲であれば設置できます。 

♦《4のカウンタートップの厚别ま、 40 mm を基準としていますので、厚さび 30 mm の場合には、別売の上ルーバーをご 
使用ください。 

♦ X 4 び 40 mmLU 上の時は、上ルーノ（一び接触するので設置できません。 

♦※己の寸法は、キャビネット前面の開□寸法で奥行さ 20 mm まで必要な空間でず。 


キャビネットの背面に背板びある場合は、次の加工を行ってください 


♦カウンタートップと背板の間（※りげ日 0 mm む下の場合は、後固定金具び通るよう切り欠きを設け 
てください。 


カウンタートツプの 力。、ノタート、ぃプ 




0八八！. X 
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製品寸法図 


側面図 




トツゾ"ノレート巾畐目 Ocm 

上面図 I 前面図 


ビルトイン電気オープンレンジを設置する場合は、次の作業を行ってください C 


ピルトイン電気才ープンレンジ ( MR 0- SK 201 S , MR 0- SK 201 B ) に付属の r 扫院筒」を圆クッキングヒーターに接続してください。 


①幽クッキング ヒーターの 
背面に取り付けてある排 
気筒挿入□カバーをはず 
し、止めネジを同じ場所 
に止める 


止めネジ 



③随」クッキング ヒーターの 
吸’排気 カバーを はずず 
排気口 

排気筒挿入 □ 

トッププレート 


排気筒挿入ロカバー 
を外す 



感ビルトイン電気オーブンレンジに付属 
している排気筒を表示に合わせて挿入 
吸•が気カバー してねじ止めする t 

JL 差し込む 



圃クッキングヒーター背面 


※詳細はビルトイン電気オーブンレンジの設置説明書をご覧くださし、。 


設置前の準備 


※金属端面び多いため、けがをしなし、ようにま意してくださし、 


1 

2 

3 

4 


吸•排気 カバー 


r 設置をされるちへのお願い （2 ぺージ）」を 
参照し、付属品の確認をずる 

受皿、焼網を取りはずず 

グ U ル内のテープを取り、パッキンを 
はずしてください。 

吸•排気カバーを取りはずず 



前固定金具（本体に取り付け済み）① 
ネジを 30 mm 程ゆるめる 


焼網 


前固定金具 


9. LS 拼 



っ LW 1 L .96 L 3广 

g ’ L 中3’90の の•卜別 























































































































































































必ずブレーカーをしゃ断して設置を行ってください。 


※トッププレートは、外さないでくださし、。 

1 プラグを差し込む 

I 参カウンタートップに傷をつけないよ5、 
段ボール板を敷いてくださし、。 



カウンタートップ 
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カウンタートップに本体の前面を挿入してか5全体を 
はめ込む 

参はめ込み時は、前面のスイッチや前板をカウンタートップ 
に当てないよラに注意してください。 

(傷びつく原因になります） 

参電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟まないよラ 
ごを意ください。（本体び浮き、すき間び生じます） 

参プレートワク裏側のパッキンびめくれたり、はみ出したりし 
ないよラにを意してください。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすき間び全周に 
ないことを確認してください。 


カウンタートップび反っているなどですき間びある場合 
は別売のボウスイテープ （ HTC -4 CB 031:メーカー希 
望ル売価格已2己円（税抜已00円、2009年日ち現在）） 
を用い、すさ間を塞いでください。（水浸入防止のため） 



上ルーバーを取り付け、本体の位置を調舊する 

W •左ち側面の差し込み口に、上ルーバーの突起部を差し込んで<ださい。（差し込んだ後に上ルーバー内側の凸部び、本体側面 
角穴部にお実に入っていることをご確認くださし)） 

•プレートワクとカウンタートップの取付穴の距離び図 A の寸法となるよラ本体の位置を調節してください。 

•上 J レーノ（一とキャビネットの左ち側面とのすさ間び均一になるよラに本体位置を調節してくださし、。 

参キャビネットの扉面と本体の前面び合ラよラに、本体の位置を調節してください。 

•本体の位置を調節する場合は、本体を持ち上げて調節してください。本体を持ち上げないで位置を調節すると、 

プレートワクの裏側のパッキンびはみ出る場合びあります。 



巨 






































































グ u ルのテープ止めを外し、ノ（ッキンを外したか確認してください。 
グ U ル庫内、トッププレート上に個包材がないか確認してください。 


吸•排気カバー、上ルーバー、グリル部（グリルドア•受皿•焼網）を取り付けましたか。 


《2レンジフードファンとレンジフードファン連動クッキングヒーターを組み合わせた場合です。 

《1.レンジフードファンび停止中に、をヒーターを通電開始した場合です。 

◎备ヒーターを停止後、約1□分（または約3□分)経過すると才ートパワーオフび働き、自動的に電源ランプび消灯し、電源び切れます。 

♦確認終了後は必ず電源スイッチを巧して電源を切つてください。 

電源を r 切 J にした場合でも継続してを却ファンび回りまずび、異常ではありません。本体内部の回路を保護ずるために、 
キー操作後冷却ファンび最大約10分間動作しまず。 （自動的に;令却ファンは止まります） 

♦試運転は IH で使える細を使用してください。付属の天ぷ5鍋は使用しないでください。 

(網底に磁石びつ<ちので、底の平らな部分び直径12〜 26 cm のちの。底の反りや脚び 3 mmU ■(下のちの） 

日立アプライアンス株式会社 

干 105-8410 ま京都港区西新橋 2-15-12 電話 （03)3502—2111 


参通電をする前にヴ U ル庫内、トッププレートの上に捆包材びないことを確認してくださし、。 
♦設置終了後、なの手順で確認してください。（中央 IH ヒーターとグ1」ルは同時に使用でをません） 


取な付 
ど属 
i すの品 


① クッキングヒーター用の電源電圧が「単相200 V 」でちることを確認してください。 

(電圧異常の場合は こ& ! または C b を表示します） 

参 レンジフードフアンと組み合わせて設置の場合は、レンジフードフアン単体で正常に動作することを巧 
認し、停止させてください。また、送信部を綿などでさえざ S ないよラにしてください。 

② 電源スイッチを「ピッ」とブプーが鳴るまで巧してくださし、。 

参 電源ランプび点なします。 

③各 IH ヒーターまたはグ U ルを「入」にして、動作を確認してください。 

(1) 左-ち IH ヒーター 参 表示部の左-ち IH ヒーターの义力ま示ラン 

銅にコップ 1 杯程度（約 200mL) の水を入れ、 プび点打します。 

IH ヒーターの中巧に置さ、中乂キーを押した後、、 しば b くすると、お湯び沸とラしまず。 

切/スタートキーを押してください。 m •レンジフードフアンび自動的に運転します。 

※鍋を置かないと通電しません。 f 《1 

空ださはしないでください。 

(2) 中央 IH ヒータ ー 

鍋にコップ 1 杯程度（約 200 mL) の水を入れ、 

IH ヒーターの中央に置さ囚キーを巧した後、中央 

IH ヒーターの切/スタートキーを巧してください。 
※鍋を置かないと通電しません。 

空ださはしないでください。 

参 表示部の中央 IH ヒーターの火力表示ランプ 

L び点打します。 

V 参 レンジフードフアンび自動的に運転します。※1 

(3) グリル 

上面操作部のメニューキーを押して「手動」を選 
び、グ1」ルの切/スタートキーを巧してください。 

^ ♦表示部のグ1」ル通電表示び点なし、しばら 
k くすると庫内び熱くなります。 

r •レンジフードフアンび自動的に運転します 。※1 

(4) すべての IH ヒーターとグリルを停止してください。 

左•ち-中央 IH ヒーターの切/スタートキーを 
押します。またグ1」ルの切/スタートボタンを 
押して停止してください。 

k 参 火力表示'通電ランプび消灯します。 
k (通電時間によっては高温を意表示をします） 

f 参 レンジフードフアンび約 3 分後自動停止し 
' ます。※ 2 


試 


運 


転 


アースが設置されていますか。 


漏電しゃ断器び設置されていますか。 


プラグを接続しましたか。 



設置完了後の確認 


確認欄 


捆包材の 

取り外し 


電気工事 


2- H 9682-1 


H 白 ( HP ) 
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本体を固定する 

①を固定金具（本体に取り付け済み）の固定 

ネジをいったんゆるめ、後固定金具を 
矢印ち向に回転させて、ネジを確実に 
締め付ける。 

※締め付けトルクは40〜已 ON ' em とする。 
トツププレート キャビネット 



フ□ントグ IJ ル 
後固定金具 


※後固定金具び持ち上びり、 

カウンタートップに固定され、 

シール性び確保されます。 

② 前固定金具（本体に 
取り付け済み）の固定 

参取り付けた上 ルーバーを 
取りがしてください。 

•カウンタートップに巧み込み、指で前固定金具 
を押さえなび6ネジを締め付け固定する。 
※締め付けトルクは80〜 90 N ' em とする。 

♦固定後本体を巧して動かないことを確認して 
上 J レーノ（一を取り付けてください。 

③ フ□ントグリルとキャビネット扉のずき間を確認ずる。 

すき間び己 mm しツ下の時は、キャビネット扉の高さ 
を調整してください。 



•カウンタートップの厚み 
び薄くて前固定金具び固 
定できない場合は、ち図 
のよラに当て木を添えて 
固定してください。 


カウンタートツプ 


単位 （ mm ) 


当て木 





日 〜5 
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吸•排気カバー、上ルーパー、グリルドア、受皿、焼網を取り付ける 

•吸-排気カバーを取り付けてください。 

参上ルーバーを取り付けてください。 （3 を参照） 

参グリルドアに受皿を取り付け、焼網を載せ本体に取り付けてくださし、。 


吸'排気 カバー 


①受皿に付いているちち2ヶのツメをグリルドアの 
角巧部に斜め下より差し込む。 


グ1」ルドア 


角巧部 



、ソメ 


受皿 



グ I 」ルドア 


受皿 


焼網 


②グリルドアを手でささえ、受皿を図のよラに下げる。 

※カチッと音びして受皿び固定されます。 



上 ルーバー 

③焼網を載せる。 

焼網は支え部をグ U ルの手前にして載せてください。 
※載せる向きを逆にずると、ヒーターに当たってドアび 
閉まりません。 


支え部 
焼網 
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